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Efforts in Japan to convert to people-centered spaces often remain limited to the utilization of public space, and there is 
a risk that they will not lead to sustainable liveliness in the city. This study analyzes Shimokitazawa, where people-
centered spaces are spontaneously expanding, to identify elements of walkability. The results may include many 
intersections, detailed city blocks, diverse land uses, and many outdoor spaces for commerce. 
 

1-1.研究の背景及び目的 

わが国では，近年「居心地がよく歩きたくなるまちな

か」（以下，ウォーカブルシティ）の創出に向けて，公

共空間活用や良質な空間整備等の施策が各地で行われて

いる[１]．しかし，国内におけるウォーカブルシティを

形成する要素は明らかになっておらず，模索の状況であ

る．  

国内外からウォーカブルシティと評価されている都市

として，東京都世田谷区下北沢地域が挙げられる[２][３]．

海外においては，高い人口密度，細かい街区の都市構造，

アクセス性に優れた地域交通，多様で混在した土地利用，

屋外空間の利活用等の要素(以下，ウォーカビリティ)が，

ウォーカブルシティ形成において重要であると示されて

いる[４]．そのため，下北沢地域をウォーカビリティの

視点から分析を行い，特徴を明らかにすることで，わが

国におけるウォーカブルシティ形成の参考になると考え

る．  

以上より本研究は，下北沢駅周辺を対象に，ウォーカ

ビリティの視点から見た下北沢地域の特徴を明らかにす

る．  

1-2. 研究の方法 

 本研究では，下北沢駅から約 400m の徒歩５分圏(１)を

対象とし，ウォーカビリティの評価を行う．評価には，

オーストラリア・メルボルン市のウォーカビリティを調

査した「Places for People Liveability Study」[４]にある

「The Local Liveability Indicator」(以下，LLI)を用いる．

本指標は，駅から徒歩５分圏内の人口密度，都市構造，

土地利用，地域交通，屋外空間の５項目から，都市のウ

ォーカビリティを評価するものである．具体的に，屋外

空間は LLIの調査内容を参考に，現地調査を行い沿道か

ら観測できる屋外空間を抽出した(２)．人口密度，都市

構造，土地利用，地域交通の４項目は文献調査(３)より

抽出する． 

 ２章で LLIの各項目から下北沢地域のウォーカビリテ

ィの特徴の分析を行い，３章でまとめを行う． 

２.LLIを用いた下北沢地域のウォーカビリティの特徴 

2-1.人口密度 

下北沢地域の人口密度を見ると(Table１)，居住人口

が就業人口に対して，約 1.9倍いることがわかる．また，

居住人口密度は15.286人/km2である．  

以上より，下北沢地域は居住者が多いまちで，人口密

度も高い特徴があり，居住者同士の距離が近く，交流の

機会が多いまちであると推察する． 

2-2.都市構造 

下北沢地域の都市構造を見ると(Figure１)，交差点数

が 135個，街区ブロック数が 105個と街区ブロックが細

かく形成されている．また，建築数は1090個と多い． 

以上より，下北沢地域の都市構造は細かな街区ブロッ

クにより形成されている特徴があり，建築が街区ブロッ

ク内部に多く密集していると推察する． 

2-3.地域交通 

下北沢地域の地域交通を見ると(Figure１)，バス停留

所が４ヶ所，バス路線数は５本と少ない．また，バス停

留所の位置に着目すると，全て比較的広幅員の茶沢通り

に位置している． 

以上より，下北沢地域の地域交通は，地域内の公共交

通は少ないが，公共交通の通過する道路が限定されてい

る特徴があり，これが徒歩５分圏内の他の狭幅員道路に

おける歩行者と公共交通の交錯をなくし，安全な歩行環

境を確保していると推察する． 

2-4.土地利用 

下北沢地域の土地利用を見ると(Figure２)，全12種の

土地利用があり，専用商業施設と住商併用建物が駅周辺

に多い．また，京王井の頭線を境として，北側と南側で

比較すると，北側は商業施設と住商併用建物が大半を占

めるのに対し，南側は専用商業施設や住商併用建物だけ

でなく，専用独立住宅や集合住宅も集積している．  

以上より，下北沢地域の土地利用は多様な土地利用が

集積している特徴があり，これが歩行者の歩行目的と歩

行時の景観の多様さを創出していると推察する．  

１:日大理工・学部・建築 ２:日大理工・院（前）・建築 ３:日大理工・教員・建築 
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2-5.屋外空間 

下北沢地域の屋外空間を見ると(Figure３)， 119 件

（全６種類）の屋外空間があり，最多の空間は商業活用

で90件（75.6％）である．屋外空間の位置に着目すると，

小田急線跡地に屋外空間が連続している．また，下北沢

南口商店街沿いにも屋外空間が連続的に位置している． 

以上より，下北沢地域の屋外空間は連続的に位置して

いる特徴があり，これが人々を結びつける交流の空間と

して積極的に利用されていると推察する． 

 

３.まとめ 

本研究では，LLI を用いて下北沢地域のウォーカビリ

ティを分析し，ウォーカビリティの視点から見た下北沢

地域の特徴として以下のことが明らかとなった． 

①人口密度が高く，居住者同士の距離が近い．②細か

な街区ブロックを形成することにより，建築数が多くな

っている．③地域内の公共交通は少ないが，公共交通の

通過する道路を限定することにより，他の狭幅員道路に

おける安全な歩行環境を確保している．④多様な土地利

用の集積により，歩行者の歩行目的と移動時の景観の多

様さを生んでいる．⑤連続した屋外空間により，人々が

交流できる空間を生んでいる． 

以上より，わが国のウォーカブルシティ形成に向けて

は，安全な歩行経路の選択肢を増加させ，多様な用途を

集積させることが考えられる．また，屋外空間を連続的

に整備し，人々が交流できる空間を設けることが重要で 

あると考えられる． 
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Table１.下北沢地域のLLC指標の分析 

 

Figure１.下北沢地域の地域交通と都市構造 

  

Figure２.下北沢地域の土地利用 

  

  Figure３.下北沢地域の屋外空間 

(１) 15cities | 15分・15kmマップ, https://www.5656map.jp/15cities.h

tml#13.95/34.82727/134.689より，徒歩５分圏を算出． 

(２) 2023年９月25日に調査． 

(３) 人口密度は，参考文献[５]の各町の人口密度及び対象地内の各

町の面積より算出．都市構造と土地利用は,参考文献[６]より抽

出．地域交通は，参考文献[７]より抽出． 
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